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1. はじめに 

10 GHz 以上の広いモード間隔をもつ光周波数コムは、個々のモードを分解できるため精密分光の広
帯域光源としての応用が期待できる。我々は，パルス整形によって生成した繰り返しパルス(12.5 GHz

間隔)を高非線形(HNF)ファイバに入射して，波長可変なコムを発生する技術を開発してきた[1][2]。こ
れまでの波長可変なコムは波長帯域が高々100 nm程度であったが、今回我々は複数種の高非線形ファ
イバを用いることで[3]、1 THz に渉る広帯域な波長可変コム光源を実現することができた。さらにこ
の広帯域コムを周波数掃引する分光計測装置を構築し、ファブリペローフィルタ(FPF)のスペクトル測
定を試みた。 

2. 波長可変な広帯域コムの発生 

Fig. 1 に示す実験系は、周波数安定化レーザ

(FSLD)から出射した CW 光を光パルスシンセ

サイザ(OPS)を用いてパルス光を発生させるパ

ルス整形系、SSB 変調器によりパルスのスペク

トルを周波数シフトする波長変換系、およびパ

ルス圧縮器(CPF)と 2段の HNF からなるコム発

生系からなる。整形したパルスのスペクトルを

位相を保ったまま SSB 変調器により周波数シ

フトさせると、コム帯域全域で周波数シフトが

できる。Fig. 2(a)に発生したコムのスペクトル、

Fig. 2(b)(c)にその一部の拡大図を示す。モード

間隔 12.5 GHz の 1100-1700 nmに及ぶコムを生

成することができた。また全域で 3.5-16.5 GHz

周波数シフトを確認でき、モード間隔分の波長

掃引ができた。 

3. 精密分光実験 

Fig. 3 に分光実験系を示す。測定用試料とし

て FPF(FSR:12.5 GHz、フィネス:約 200)を用い

た。FSLD の出射光を長波長側に 3 GHz周波数

シフトした光を FPFに入射して、FPF の透過波

長をロックした。一方波長可変コム光を FPFの

反対側からプローブ光として入射した。FPF か

らの透過光を一本のコム分だけ BPF で取り出

し、強度をパワーメータで測定した。Fig. 4 に

検出した FPFの透過特性(1520 nm付近)を示す。

半値全幅約 90 MHzの透過特性を得た。 

4. まとめ 

波長可変な広帯域コムを生成し、FPF に対し

て分光計測を行った。90 MHz 以下の半値全幅と

なる FPF の透過スペクトルを検出できた。 
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Fig. 4 FPF 透過特性 Fig. 3 透過特性測定系 

Fig. 2 波長可変広帯域コム 

(c)1700 nm (b)1100 nm 

(a)全帯域 

Fig. 1 波長可変なコム発生の実験系 
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